
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 城北中学校）     学校番号 ２５３                            【様式】 

学 校 教 育 目 標 思いやりのある生徒 真剣に学ぶ生徒 健康な生徒        

目 指 す 学 校 像 確かなコミュニケーションを基盤にした「自律・進取・友愛の気概溢れる我らが学び舎“チーム城北”」        

          

重 点 目 標  

１ 自己実現につながる確かな学力の定着・向上 
２ 自己実現の基盤となる豊かな人間性を育む教育の推進 
３ コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育の推進 
４ 安心・安全を実現する教育環境整備の推進 
５ チーム城北の強化と 働き方改革の推進 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目(例) 具体的方策(例) 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

(現状①）授業場面では落ち着いている反面、学習
意欲や学習内容の定着について向上を図る必要
がある。 

【課題①】真の学力(「知識・技能」「思考力・判
断力・表現力」「学習意欲」)の定着・向上にむ
けた指導体制の見直し・改善 

(現状②)教育の質の向上の観点から、「カリキュ
ラム･マネジメント」に着手中だが、「教科横断
的」「地域との連携」という視点は不十分 

【課題②】「PDCA サイクル」＋「教科横断的」「地域との連

携」の視点からの「カリキュラム･マネジメント」の」充実 

（主体的な学習
を通した） 
真の学力の育成 
 
 
 
 

①「個別最適な学び」「協働的な学び」
「探究的な学び」を大切にした授業
展開の工夫・改善 

②「指導→評価→支援」の一体化につな
がる評価の工夫 

③学習用タブレット等の効果的活用（学
習ログの活用を含む） 

①学びの指標「主体的な学び」の指標の
向上（学校平均 R5…3.09 R7…3.13） 

②特別な配慮を要する生徒への学習支援
システムを構築と実施ができたか。 

③授業や特別な学習対応におけるミライ
シードやスタディサプリ等の活用がで
きたか。 

①学びの指標「主体的な学び」の指標の結
果（ 3.15 ）となり、達成した。 

②学習用タブレットの活用ルール（学習ロ
グの扱い、課題提出、リフレクション）
を整備し、活用場面を明確化できた。 

③特別な配慮を要する生徒向けに、個別課
題提示し、複数ケースで運用できた。 

B 

①個別最適化の教材バリエーションと支
援時間の確保を推進する。 

②ミライシード／スタディサプリの活用
状況、達成状況を可視化する。 

③特別な配慮を要する生徒へ、個別課題
提示→振り返り→次時への接続を標
準化する。  

評価指標である「主体的な学び」の

数値が目標を上回る 3.15 を達成し、

タブレット活用や個別最適な学びの

基盤整備が進んだことを高く評価し

ます。学校側の自己評価は B です

が、目標値を達成していることから

「A」評価が妥当と考えます。一方

で、生徒が試行錯誤よりも最短の正

解を求める傾向があるとの指摘もあ

り、今後は自ら考え抜くプロセスの

深化を期待します。 

カリキュラム・
マネジメントの
充実 
 

①「カリキュラム・マネジメント推進委
員会」の設定(内容…「教科横断」「探

究」的学びの具体的研究・学期 1 回程度) 

②教科ごとの部会の設定(月 1回程度) 

①毎学期末に推進委員会・部会を連携し
て実施できたか。 

②本校の重点目標や特色を生かした R8
年度版カリマネデザインマップを作成
することができたか。 

①「カリマネ推進委員会」を設置し、教科
部会と接続して協議できた。 

②R8 年度版「カリマネ・デザインマップ」
素案作成に着手し、重点目標等を設定し
た。2月末頃、完成予定。 

B 

①推進委員会と各教科部会の往還（事前
合意→実施→検証）を推進する。 

②デザインマップによる到達基準と評価
方法の確認と推進を行い、共通運用が
できたかを確認する。 

2 

(現状①)生徒は比較的落ち着いた学校生活を送っ
ているが、主体性の面ではまだ課題も多い。 

【課題①】エージェンシーの育成を大切にした生
徒指導・教育相談・生徒会活動の推進 

 
(現状②)「いじめ防止に向けた迅速かつ組織的な
対応」等の面では成果が出てきており、更なる
体制強化が求められている。 

【課題②】迅速かつ適切な生徒の状況把握並びに
組織的な支援体制の更なる強化 

エージェンシー
の育成 
 
 
 
 

①「教師が決定すること」と「生徒に委
ねること」の明確化 

②生徒の意見を反映させることのできる
体制整備 

③「自己決定→行動→振り返り(責任)⇒
再行動」を前提とした指導の強化 

①生徒指導部会や評議委員会において内
容を検討できたか。 

 
②行事等において生徒の意見を取り入れ
た計画・運営が行われたか。 

 
③行事等において、事前・事後のワーク
シートの活用ができたか。 

①学校行事や委員会活動で「生徒に委ねる
範囲」を明確化し、企画・運営への参画
機会を拡大した。 

②生徒総会や文化発表会など、生徒主体の
企画・運営をすることができた。 

③事前・事後ワークシートを導入し、PDCA
サイクルを促進した。 

A 

①場面により「教師が決定」「生徒に委
ねる」の線引きがあいまいになること
があった。 

②振り返りの質と次の行動へのつながり
に課題が見られる。 

③生徒協議の決定事項の見届け担当を明
確化し、教職員への周知を行う。 

 

行事等において生徒に委ねる範

囲を明確にし、生徒主体の企

画・運営がなされた点はエージ

ェンシー（主体性）の育成にお

いて大きな成果です。ただし、

指導者が指示しすぎると生徒の

思考を奪う可能性があるため、

問いかけの工夫や生徒が考える

時間の確保をさらに意識した指

導を求めます。 

生徒の状況把握
組織的対応の強
化 
 
 

①面談・アンケート・スクールダッシュ
ボード等を活用した「早期発見」体
制の強化・対応前相談の徹底 

②組織的対応力強化につながる部会等の
工夫（事後の共有から事前の共有へ） 

①アンケート・SSDBの活用により、早期
発見する体制が構築できたか。また、  

 対応前相談が徹底されたか。 
②部会で対応力強化に係る研修や指導方
針の共通理解等を効果的に実施できた
か。 

①面談・アンケート・スクールダッシュボ
ード（SSDB）により、気になる兆候の早
期把握を推進し対応前相談につなげた。 

②部会で支援方針の共通理解とケース会議
を通じて支援の質向上を図った。 

B 

①早期発見の精度をさらに高め、迅速に
対応につなげていく。 

②決定内容をすばやく共有し、さらなる
組織的対応力の強化につなげる。 
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（現状①）「小・中一貫教育の推進」という視点
から、小・中合同会議の設定、小・中合同の学
校運営協議会の開催等を実現した。 

【課題①】「小・中一貫教育の推進」の観点から
の地域や小・中学校における具体的取組の強化 

 
(現状②学校便り・学校ＨＰ及びスクリレ、学校安
心メール等を活用し、積極的な情報発信を行っ
た。 

【課題②】更なる情報発信・受信体制の強化 

小・中一貫教育
の充実の視点か
らのコミュニテ
ィ・スクールの
充実 

①小・中合同会議を中心にした各校にお
ける具体的な取組策の検討・実施 

②中学校区での合同学校運営協議会の実
施及び中学校区全体での具体的取組の
策定・実施 

①小・中一貫教育の観点から、新たに各
校で、具体的取組を行うことができた
か。 

②中学校区においての重点取組を定め、
地域の大人を巻き込んだ具体的な取組
を実施することができたか。 

①小・中合同会議を軸に小・中接続の具体
策を検討し、一部で実行した。 

②中学校区で合同学校運営協議会を実施
し、重点取組の方向性を共有した。 

B 

①各学校での具体取組の可視化と成果と
課題を生かした次年度の計画立案。 

②重点取組の評価の設定と学期ごとの振
り返りを実施する。 

 

小・中合同会議の実施や、HP・

スクリレ等を活用した積極的な

情報発信により、学校の状況が

地域によく伝わっています。今

後はデジタルな発信に加え、地

域の掲示板への掲示や外部ボラ

ンティアの募集など、より直接

的に地域と学校が連携する仕組

みを強化していくことを提案し

ます。 

情報発信・受信
体制の強化 

①学校の取組を知らせる目的の情報発信
（学校公開、学校便り・学校 HP・スク
リレ等）の強化 

②細かな（例…行事ごと等）学校評価ア
ンケート実施等、受信体制の強化 

①積極的かつ効果的な情報発信を行うこ
とで、「地域と主にある学校づくり」
を推進することができたか。 

②積極的かつ効果的な情報受信体制を整
え、学校運営に反映することができた
か。 

①学校便り・学校 HP・スクリレ等を用い
て、学校の状況を積極的に発信した。 

②行事ごとのアンケートを実施し、受信デ
ータを学校運営に反映した。 

A 

①媒体ごとの発信計画の妥当性の振り返
りと内容の充実。 

②受信アンケートの結果と学校運営への
反映結果をより迅速に行う。 

4 

(現状①)Sola るーむの開室・運営開始は無
事終了。しかしながら、不登校生徒数の減
少等にはつながっていない。 

【課題①】「誰一人取り残さない教育の実
現」につながる教育環境整備の強化 

（現状②）施設等の修理・修繕等は、優先度
を考慮し適宜進行中。ただし、整備が追い
付いていない面がある。 

【課題②】学校設備・備品等の更なる整備推
進・校内美化に向けた取組強化 

不登校支援の強
化 
 
 
 
 

①不登校生徒（Sola るーむ利用生徒含
む）の学習支援体制の明確化及び「出
席扱い」につながる支援の明確化 

②教育相談部会を中心にした「支援会
議」の充実 

③Solaるーむの機能強化・活用推進 

①学習支援（授業の進度に合わせた課題
を個別に提示）ができたか。 

②教育相談部会等による支援の充実（ケ
ース会議の実施等）が図れたか。 

③Solaるーむ利用者それぞれの実態に応
じた支援（学習・相談・交流・ICT 活
用）が図れたか。 

①全校生徒が閲覧できる授業進度の情報を
提示し、授業の進度に合わせた課題を個
別に取り組む支援体制を構築した。 

②教育相談部会でケース会議を実施し、支
援の見直しを図った。 

③Sola るーむの活用促進等を図り、学校全
体の総欠席日数が約 39%減少した。 

A 

①生徒の取組への評価と取り組む内容の
妥当性へのフィードバック。 

②ケース会議の件数の増加と個別最適な
支援計画を標準化。 

③不登校生徒へのさらなる活用促進と不
登校傾向生徒への効果的な対応の促
進。 

 

Solaるーむの活用促進等によ

り、学校全体の総欠席日数が約

39%減少したことは極めて大きな

成果です。学校行事の平日開催

については、クラブ活動や大会

との重複を避ける観点から賛成

します。 

校内環境整備の
強化 
 
 
 

①校内清掃体制の見直し→運用 
②修繕箇所の優先順位の見直し→遂行及
び、安全点検（施設・情報・交通安全
等）の強化 

③予算会議の効果的運営 

①適切に清掃が行われたかを確認するシ
ステムの構築ができたか。 

②安全点検において、計画的に実施さ
れ、指摘された箇所が対応されるな
ど、機能していたか。 

③予算会議で予算執行の基本的な考えを
共通理解し、適切な執行ができたか。 

①校内清掃体制を見直し、年度内に運用を
開始予定。 

②安全点検の計画的実施と指摘事項への対
応を継続した。 

③予算会議を通じて基本方針の共通理解を
図り、適切な執行を実施した。 

B 

①清掃水準の見える化とチェックの定着
化の推進。 

②修繕の優先順位付けと進捗管理の迅速
化の推進。 

③長期的な視野からの予算執行の促進。 
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(現状①)生徒指導等の面では、OJT を意識し
た取組の効果は徐々に出てきている。学習
指導等の面では、更なる取組が必要 

【課題①】OJT の推進や教職員のキャリア
に応じた指導力向上に向けた研修の強化 

(現状②)働き方改革の視点からの業務の精
選・見直しは適宜おこなわれている反面、
仕事の仕方については見直しが不十分 

【課題②】「仕事の仕方改革」の視点からの
業務の見直し及び合理的な業務推進の徹底 

教職員の指導力
向上 
 
 
 
 

①「報告・連絡・相談・見届け」の強化
を中心に据えた OJTの更なる推進 

②学校課題研究等、組織的な研修体制の
強化 

③人事評価システムを活用した目標の明
確化 

①教職員の学校評価において、組織的対
応についての肯定的な回答が８割を超
えたか。 

②学力向上に向けた研修会や、「主体的
な学び」に関する研究授業等を校内で
実施することができたか。 

③当初・中間面談が機能したか。 

①肯定的な回答が９割を超え、組織で対応
し、振り返りを行うことで教職員の指導
力向上につなげた。 

②校内研究（学力向上／主体的な学び）と
公開授業や定例の教科会を実施した。 

③人事評価（当初・中間面談）を運用し、
目標の明確化を支援した。 

A 

①学習指導面での OJTのさらなる推進。 
②研究授業の年間計画と様式の共通化。 
③面談の質（目標の測定可能性・中間修
正の妥当性）の向上と中間面談でデー
タに基づく調整を行う。 

 

 

教職員の学校評価において組織的対

応への肯定的回答が 9 割を超えるな

ど、チームとしての指導力向上に成

果が見られます。働き方改革につい

ても、企画委員会での業務見直しが

進められている点を評価します。 

会議の効率化や業務分担の平準化を

進めることで、仕事の仕方改革」を

さらに徹底し、教育の質の向上と教

職員のウェルビーイングの両立を図

ってください。 

働き方改革の推
進 

 

①教育課程検討委員会の定期的開催によ
る教育課程やそれに伴う業務の見直し
（月一回、企画委員会内に設定） 

②時間外勤務時間等に基づく、「仕事の
仕方」に視点を当てた面談の実施 

 

①教育課程検討員会の開催と OODAループ
の観点からスピーディーな業務の見直
しが図れたか。 

②時間外在校時間が月４５時間を超える
職員に対し、業務の確認、再配分や仕
事の仕方に視点を当てた面談を実施で
きたか。 

①企画委員会で来年度の教育課程に向けた
検討を行い、業務見直しを進めた。 

②業務確認や再配分等を実施し、時間外在
校時間の平均が２８．３時間となった。 

B 

①会議の標準アジェンダの導入と議事録
テンプレートを統一の検討。 

②業務分担の偏り（業務時期等）の均等
化を図った校務分掌の調整。 

地
域
と
と
も
に
あ
る 

学
校
づ
く
り
に
関
す
る
取
組 

教
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に 

関
す
る
取
組 

 

教
育
環
境
の
整
備
に 

関
す
る
取
組 

 

子
ど
も
の
発
達
や 

心
の
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
取
組 

 

学
び
の
質
の
向
上
に 

関
す
る
取
組 

 



 


